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の特徴は、（１）親指に負担をかけない動作での入力（２）1 文字 1 ストロークでの入力（３）音
声フィードバックによる視覚に依存しない入力である。これらの特徴を実現するため、親指の運
動特性を計測する実験を行い、その結果を考慮してシステムの設計を行い 3 種類のアプリケーシ
ョンを実装した。 
そして、本システムの評価実験を行い分析を行った結果、音声フィードバックにのみ頼った状
態でも十分なスピードとエラー率で文字入力を行うことができた。これは親指の運動特性を考慮
し、かつ打鍵数を削減したことによって入力しやすいインタフェースを実現できたためであり、
また視覚フィードバックが無いという状況を十分に考慮できたためだと考えられる。これらの結
果から、本システムの有用性を確認できた。 
 
 
